
横浜市の
防災施策の現状
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日本共産党横浜市議団 みわ智恵美



もし大地震が来たら…
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被害想定に
見合った対策が
できているのか

議会で追及！
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明らかになった課題

道路

・災害対応車両が入れない
狭い道路が 505キロ

・緊急輸送路

交通支障区間数 １８３か所
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地域防災拠点の課題①

周辺地域全体の災害
時拠点になっていない

①食料や水の備蓄品の量が少ない

②地域への情報提供の訓練がされてい
ない
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地域防災拠点の課題②

プライバシーと健康の問題

・段ボールベットとパーティショ
ンセット ６セット
・テント ２基
・毛布 ２４０枚

対象1000人に対してこれだけ
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地域防災拠点の課題③
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女性視点の設営や運営

・取り組みがはじまったばかり

・地域防災拠点の運営員会、市・区の

防災委員会に、意識的な女性配置

  がされていない



地域防災拠点の課題④
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食事の問題
・カセットコンロ 1台のみ
・給食設備が現状では使用できない
市の見解…給食室の器具が専門的
で一般の人が扱えない。衛生基準が
あって開放が難しいと説明
・家庭科室の活用ができるかを検討中
と回答



地域防災拠点の課題⑤
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飲食料品の備蓄品

・1000人分、2000食

クラッカー、パン、水缶

・液体ミルク ２００㎜ℓ２４本



地域防災拠点の課題⑤
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トイレはどうなってる？

・下水道
直結型仮設
トイレ 5基

・簡易トイレ 6基

・トイレパック
5,000セット
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地域防災拠点の課題⑤
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電源やネット環境は？

・電源は学校にあるもの
ライフラインが絶たれたら…

・Wi-Fi設備学校にあるギガスクール

で配備されているものを使用

80人程度の対応



地域防災拠点の課題⑤

14

冷暖房は？

地域防災拠点にもなっている横浜市

立小中学校506校の体育館への整備

は2023年9月で約18％

あと6年で100%整備する目標。

前倒しの検討も。



地域防災拠点の課題⑤
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ペットの問題

・同行避難については、各地域防災拠点で検

討するものとしている

・ゲージを買うなどの市としての予算はゼロ

・区では取り組んでいるところあり



地域防災拠点の課題⑤
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福祉避難所の課題

・市の要援護者の想定は約１７万人。そのうち

の約１万６千人への対応のみ。

・避難の流れにも課題

現在は、要援護者も地域防災拠点にまず避

難⇒次に保健師などの判断で福祉避難所

へ移動 これは現実的なの？



地域防災拠点の課題⑤
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水の確保は？

・災害用地下給水タンク(常に新鮮な水が流れている)は、

全市で134基 （港南区では７基）

災害用地下給水タンクが無い防災拠点は…

・耐震給水栓 全市４８か所

・配水池(１週間分) 市に22か所

・緊急給水栓 全市358基

→耐震化された水道管に臨時の給水装置を取り付け
給水する施設。発災後、４日以降に設置される
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他の課題
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断水のリスク

・市内の水道管耐震達成率全口径３１％、大

口径５２％

・水道管の耐震化は年１１０キロペース。

このままでは４０年かかる



他の課題
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防災訓練
これまでの震災でも、多くの地域住民が参加する

防災訓練が数多く実施されてきた地域では、避難

がスムーズに実施された報告があるが…

・地域防災拠点に想定されている１０００人規模での避難訓

練は一度もされていない。

・数千数万人規模の利用があるホールなどでの、実際の利

用者との避難訓練されていない。

・浸水想定地域にある地下鉄での乗客含めた訓練はされて

いない。



他の課題
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災害時防災拠点となる区役所
の浸水対策

・津波・洪水による浸水想定区域内の

８区役所の非常用電源が地下にある

対策本部の役割果たせるのか不安



他の課題
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防災情報の発信
・防災行政無線 １９９基 主に津波・河川洪水対応

・よこはまテレビ・プッシュサービス(緊急地震速報な

どが出された際に、自動的にテレビが起動するサー

ビス 音声を映像で緊急情報を発信する

端末代28,600円は全額補助。その後の自己負担

は550円/月)



なぜ非常時の備蓄が
呼びかけられているのか
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日本共産党の提案①
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・防災拠点は、文字通り、避難してきた方々

だけでなく、周辺地域全体の災害時の拠

点の役割を果たせるようにしていく。

・災害から立ち上がる、災害関連死など生ま

ない安心して過ごせる場所にする。

→TKB48(４８時間以内にトイレ・キッチン・

ベットを整えること)を目指す



日本共産党の提案②
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・道路などハード面は、予算増と人員増

で早急な改善を。

・水道は耐震化を前倒しし、リスクの高

い長距離管路計画は見直しを。



日本共産党の提案③
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・福祉避難所は、当事者が通いなれた

ところを設定し、必要数の確保を。

・市民が参加するリアルな想定の避難

訓練を。

・市民一人ひとりに、街の隅々まで情報

が行き届く取り組みを。
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